
（平成２６年度民間住宅活用型住宅セーフティネット整備推進事業）

補助対象工事
①耐震補強

②バリアフリー化

③省エネ化

※①～③の補助工事として、共用部のリフォーム（外壁
塗装、防水工事、戸扉の交換等）も認められます。

□３ヶ月以上空室の賃貸物件がある。

□空室、外壁をリフォームしたい。

□制度利用後の（主な）誓約事項

・国が定める要者に対して、優先的に貸し出す必要があります。

・１０年間は、各地域ごとの上限を超えた家賃を設定できません。

オーナー様に喜ばれるだけでなく、工事受注のため
の強力な営業ツールにもなっています！！
ご説明にあがります。まずはご一報ください！

以上にお心当たりの方がいたら、ぜひこの
制度をお勧めください。


